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益
」
が
ど
の
よ
う
な
発
想
な
の
か
に
触
れ
た
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え
で
、
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者
の

主
張
を
八
十
字
程
度
で
一
文
に
ま
と
め
な
さ
い
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の
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を
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で
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ま
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る
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に
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例
解

（
例
）�「
不
便
益
」
は
、
物
事
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、

日
常
生
活
に
も
生
き
る
発
想
で
あ
る
。

（
例
）�

こ
れ
ま
で
の
常
識
と
は
異
な
る
別
の
視
点
を
も
つ

こ
と
で
、
世
界
を
も
っ
と
多
様
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

（
例
）	

「	

不	

便	

益	

」	

は	

、	

物	

事	

の�

	

デ	

ザ	
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で	
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く	
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常	

生	

活	
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も	
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る	

発	
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で	

あ	
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、	
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の	
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う	

な	

常�

	

識	

と	

は	

異	

な	

る	

別	

の	

視	
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を	

も	

つ	

こ	

と	

で	

、	

世	

界	

を�

	

も	

っ	

と	

多	

様	

に	
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る	

こ	

と�

	
が	

で	

き	

る	

よ	

う	

に	

な	

る	

。


